
アクセンチュア最新調査——デジタル分野のスキルとテクノロジーを最大限活用することで、 

2020 年までに世界で 2 兆ドルの経済効果がもたらされることが判明 

 

【ニューヨーク発：2016 年 1 月 16 日】 

アクセンチュア（NYSE：ACN）の最新調査によると、デジタル分野のスキルとテクノロジーを最大

限活用することで、2020 年までに世界で 2 兆ドルの経済効果がもたらされる可能性があることが分

かりました。また、世界の国内総生産（GDP）のうち 5分の 1強はデジタル分野のスキルや資産、商

品、サービスから生み出されていることも分かり、デジタル活用が経済活動において極めて重要な役

割を果たしていることが示されています。 

 

アクセンチュア・ストラテジーによる最新レポート「デジタル時代の創造的破壊：成長の拡大

（Digital Disruption: the Growth Multiplier）」では、主要 11 カ国におけるデジタル関連の経済規

模を総合的に測定する新たな手法が用られています。この手法では、ハードウェアやソフトウェア、

関連テクノロジーのほか、これらを業務で必要とする労働者が GDP の向上にどれだけ寄与するかを

推計しています。また、デジタル分野の商品やサービスに関して、生産過程における中間財としての

価値も算出しています。 

 

世界の GDP のうち 5 分の 1 強（22%）は、デジタル分野のスキルや資産から構成されているデジタ

ルエコノミーと関連があります。米国の経済は世界で最もデジタル化が進んでおり、GDP の 33%は

既存のデジタル分野への投資で占められています。米国の労働力のうち 43%と、米国の労働力によ

って蓄積された資産のうち 26%は、デジタル関連の活動を後押しできる可能性を秘めています。他

の市場におけるデジタルエコノミーの規模はさまざまで、英国とオーストラリアでは2020年に30%

を超え、中国では 13%になると試算されています。 
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アクセンチュア・ストラテジーのグループ・チーフ・エグゼクティブを務める、マーク・ニックレム

は次のように述べています。「世界経済の見通しが不確実な中、企業や政府はより俊敏な成長を確か

なものとするためにデジタル化を推進しています。しかし、必ずしもデジタル関連の売上や経済規模

が成長を左右するわけではありません。企業や組織は、デジタル分野の人材とテクノロジーを効率化

のためではなく、まったく新しいビジネスモデル構築のために積極的に活用する必要があります。最

大限の利益を生み出すためには、デジタル分野への投資を増やすだけでなく、組織的かつ文化的な変

革を広範に行うべきです。」 

 

本レポートでは、企業が成長を加速させる際、その国の企業と経済におけるデジタル技術の活用度合

いを示す「アクセンチュア・ストラテジー・デジタルデンシティ」のスコアを改善する必要があると

明記されています。「アクセンチュア・ストラテジー・デジタルデンシティ」で測定される項目には、

デジタル分野のスキルやテクノロジーに加え、資金調達の容易さや国の規制環境の柔軟性といった、

デジタル化を実現するさまざまな要因があります。 

 

例えば、米国経済のデジタルデンシティが 10ポイント増えると、2020年の米国の GDPは 3,680億

ドル増加する可能性があり、現時点の予測よりも 1.8%増加します。しかしアクセンチュア・ストラ

テジーの試算によると、デジタル分野のスキル向上や資本増強など GDP を押し上げる要因が理想的

に組み合わされば、2020 年までに GDP は 4,210 億ドル増加する可能性があり、現時点の予測より

も 2.1%の増加となります。デジタル化を推進する余地が多い国としては、ブラジル（GDP が 6.6％

増加する可能性あり）、イタリア（4.2%）、中国（3.7％）、日本（3.3％）が挙げられます。 
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本レポートでは、各国が歳入と GDP を最大化させるために、どのような分野に対して追加施策を行

うべきかを明らかにしています。例えばブラジルでは、クラウドやアナリティクスといったテクノロ

ジーを活用したアプリケーションの改善に追加投資の 70％を割り当てるべきとし、デジタル分野の

スキル向上への投資による経済的効果は比較的小さくなる可能性があるとしています。一方で米国で

は、テクノロジー領域への投資は 10%に留め、デジタル分野のスキル向上やデジタル化を実現する

さまざまな取り組みの強化に投資するほうが、より大きな経済的効果を生み出す可能性があるとして

います。 

 

成長への鍵はプラットフォームを軸にしたビジネスモデル 

本レポートでは、パートナーや顧客と繋がる共通のデジタル上のプラットフォームを軸にしたビジネ

スモデルの構築が、デジタル化による最も大きな成長をもたらす方法の 1 つであると明記されていま

す。こうしたビジネスモデルを実現することで、組織は新たな市場の創出や新たな価値の創造が可能

になります。多くの場合、プラットフォーム上でビジネスを展開するプレイヤーは、資産を所有した



り管理したりすることなく著しい成長を遂げることができ、限界費用（1 つのモノやサービスを追加

するためにかかる費用）を抑えながらビジネスの拡大が可能になります。 

 

今日のプラットフォームを軸にした市場は IT 企業が大半を占めている一方、伝統的な企業でも、自

社が持つ顧客層と製品群をプラットフォームが持つネットワークに組み合わせることで、プラットフ

ォーム戦略による最大の恩恵を受けることができると本レポートでは結論付けています。 

 

アクセンチュア・ストラテジーのマネジング・ディレクターであるブルーノ・バートンは、次のよう

に述べています。「企業は、新たな価値を創造できるパートナーシップを結ぶ前に、プラットフォー

ムに関する戦略を決め、自社がプラットフォームの中心となるのか、またはその参加者になるのかを

決断する必要があります。」 

 

本レポートでは、デジタルを生産性向上と成長に向けて活用するため、組織が取るべき 3 つのアクシ

ョンを提示しています。 

 

 価値創造の可能性に基づいてデジタル分野への投資の優先順位を決める：スキル向上とテクノロ

ジー改善の最適な組み合わせによってデジタル分野への投資効果を最大化できるように、投資の

バランスを慎重に検討する。 

 業界に特化したデジタル戦略で競争優位を築く：自らの業界で競争に打ち勝つためのプラットフ

ォームの選択、およびそこでの役割を明確化し、さらに競争優位を築くために必要なデータの取

捨選択を行う。 

 デジタル変革にふさわしい環境を作る：政府との連携を通して業界間の壁を取り払い、競争ルー

ルを変えることで、自社の「デジタル IQ（知能指数）」を高める。 

 

アクセンチュアについて 

アクセンチュアは「ストラテジー」「コンサルティング」「デジタル」「テクノロジー」「オペレー

ションズ」の 5 つの領域で幅広いサービスとソリューションを提供する世界最大級の総合コンサルテ

ィング企業です。世界最大の規模を誇るデリバリーネットワークに裏打ちされた、40 を超す業界と

あらゆる業務に対応可能な豊富な経験と専門スキルなどの強みを生かし、ビジネスとテクノロジーを

融合させて、お客様のハイパフォーマンス実現と、持続可能な価値創出を支援しています。世界 120

カ国以上のお客様にサービスを提供するおよそ 37 万 3,000 人の社員が、イノベーションの創出と世

界中の人々のより豊かな生活の実現に取り組んでいます。 

アクセンチュアの詳細は www.accenture.com を、 

アクセンチュア株式会社の詳細は www.accenture.com/jp をご覧ください。 

 

https://www.accenture.com/jp-ja/strategy-index.aspx
http://www.accenture.com/
http://www.accenture.com/jp


アクセンチュア 戦略コンサルティング本部（Accenture Strategy）について 

アクセンチュア 戦略コンサルティング本部は、ビジネスとテクノロジーを高度に融合させることで

ビジネス価値を創造する戦略パートナーです。ビジネス、テクノロジー、オペレーション、ファンク

ションの各戦略における高い専門性を組み合わせ、各業界に特化した戦略の立案と実行を通してお客

様の変革を支援します。デジタル化時代における創造的破壊への対応や競争力強化、グローバル・オ

ペレーティング・モデル構築、人材力強化、リーダーシップ育成などの経営課題に注力し、効率性向

上だけではなく、成長の実現に貢献します。アクセンチュア 戦略コンサルティング本部については、

Twitter @AccentureStrat（英文）、または www.accenture.com/jp/strategy をご覧ください。 

 

 

【報道関係の方のお問い合わせ先】 

アクセンチュア株式会社 

マーケティング・コミュニケーション部 

増田 繁夫 

TEL: 045-330-7157（部門代表） 

Email: shigeo.masuda@accenture.com 
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